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執筆論文

　数十kHzから数百kHz程度の超音波領域の周波数で振動

する弾性体を用いたセンサ＆アクチュエータの研究・開発が

主テーマである。

　特に弾性体共振モードを組み合わせた多重モード振動子

を用いた超音波モータや振動ジャイロセンサの新しい構造の

提案、その駆動ならびに評価方法の開発に取り組んでいる。

　有限要素法（FEM）による構造解析ならびにシミュレー

ションによる基礎設計と、実験評価を行っており、LabVIEW

を用いた自動計測評価系も構築して研究を進めている。

研究内容

　超音波モータを始めとする弾性体振動デバイスは、電磁

方式と比べると比較的マイナーなため、特に駆動回路などが

汎用化されておらず、一般に個々の利用形態に合わせて周

辺機器等を揃える必要が多々あり、試験導入や新規採用が

しづらい面はある。同時に、諸特性も癖があるので単に他の

方式との代替として考えるのも困難な事例を経験してきた。

　他方で、もとより個々の事例に合わせて形状その他をカスタ

マイズあるいは新規に構築するのを設計の基本方針としてい

る。一般的な方法では達成が困難な課題があった際、場合に

よっては超音波振動技術がその解決の役に立つかも知れない。

　これまでのセンサ＆アクチュエータ研究成果の応用検討

のみならず、振動技術適用に関する相談や、振動体構造解

析に関する助言などが可能と考えられる。
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